
議
第
百
四
十
三
号

反
訴
の
提
起
に
つ
い
て

県
は
、
債
務
不
存
在
確
認
請
求
事
件
（
岐
阜
地
方
裁
判
所
令
和
四
年

第
四
百
九
十
四
号
）
に
つ
い
て
、
次
の

（ワ）

と
お
り
岐
阜
地
方
裁
判
所
に
反
訴
を
提
起
す
る
も
の
と
す
る
。

令
和
四
年
十
二
月
一
日
提
出

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

事
件
の
概
要

反
訴
被
告
（
本
訴
原
告
）
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
に
反
訴
原
告
（
本
訴
被
告
）

か
ら
岐
阜
県
医
学
生
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
。
借
受
人
が
県
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
一
定
期
間
業
務

に
従
事
す
る
等
し
た
と
き
は
、
当
該
修
学
資
金
の
返
還
債
務
の
全
部
を
免
除
さ
れ
る
が
、
反
訴
被
告
は
、
令
和

二
年
四
月
に
県
外
の
医
療
機
関
に
転
職
し
、
令
和
四
年
四
月
に
県
内
の
医
療
機
関
に
復
帰
す
る
意
思
を
失
っ
た

こ
と
を
反
訴
原
告
に
伝
え
、
同
年
八
月
二
十
四
日
に
当
該
修
学
資
金
の
元
本
を
返
還
し
た
。

反
訴
被
告
は
、
貸
付
け
当
初
は
無
利
息
と
い
う
約
束
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
四
年
度
に
反
訴

被
告
が
知
ら
な
い
う
ち
に
反
訴
原
告
が
制
度
変
更
を
し
て
年
十
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
利
息
を
加
算
す
る
と
さ
れ
た

こ
と
、
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
で
反
訴
被
告
が
反
訴
原
告
に
提
出
し
た
当
該
利
息
の
加
算
に
つ
い
て
適
用
を

受
け
る
旨
の
承
諾
書
は
、
県
外
勤
務
の
承
認
申
請
時
に
反
訴
原
告
に
提
出
を
強
要
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
利
息

の
支
払
を
承
諾
す
る
意
思
は
な
か
っ
た
こ
と
等
を
請
求
の
原
因
と
し
て
、
利
息
支
払
債
務
が
存
在
し
な
い
こ
と

の
確
認
を
求
め
て
本
訴
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

二

反
訴
請
求
の
趣
旨

反
訴
被
告
は
、
反
訴
原
告
に
対
し
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
に
貸
し
付
け
た
岐
阜

（一）
県
医
学
生
修
学
資
金
に
係
る
利
息
金
四
百
二
万
八
千
百
円
を
支
払
え
。

訴
訟
費
用
は
、
反
訴
被
告
の
負
担
と
す
る
。

（二）と
の
判
決
及
び

に
つ
い
て
仮
執
行
の
宣
言
を
求
め
る
。

（一）

三

訴
訟
遂
行
の
方
針

判
決
の
結
果
に
よ
り
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
上
訴
す
る
。

－1－


